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護
行
編
輯
兼
印
刷
人懇

京
都
市
民
の
食
物
O

農
學
部
教
授

近

薩
椰
金

助

勿
論
食
物
が
入
睦
内
に
踊
販
せ
ら
れ

て
酸
化
駅
焼
す
る
際
に
は
、

「
定
の
熱

量
を
捜
生
す
る
も
の
て
あ
る
o
今
以
上

揚
げ
た
食
吻
賛
養
索
が
人
膣
内
に
τ
如

何
程
量
の
郵
量
を
護
生
す
る
か
を
計
算

し
て
見
や
弓
o
食
物
は
普
通
混
食
と
見

叡
し
、
そ
の
場
合
の
各
萄
養
素
の
純
利

用
熱
燗
を
蛋
白
三
⑦
九

脂
肪
八
●○
、炭

水
化
物
四
・
一
,酒
精
七
・○
、
酸
類
三
.

七
.胆
寧
四
二

、茶
素
三
●
0
と
し
て
計

阜
し
て
見
れ
は
火
の
や
う

瓶
結
果
に
な

る
o
(胆
位
カ
ロ
リ
)

蛋

白

七
四
、山ハ
九
八
、
九
九
[二
、0
0
0

脂

肪

二
四
、
二
一
一
、
九
〇

四
.0
0
0

炭

爪
化
物

璽

突

二
九
、四
四
万
、0
8

酒峻茶
,
計
山ハ
四
[r
一、
山ハ
へ
九

【一
〇

二
、(
×
U
O

一
ロμ唱
田
(
【ご
山ハ
rμ
ぐ
除
司
')

一
.七
六
三
、π

二
二

〇
G
O

湘即
ち

「
日
に
弓
ヒ
億
六
元T
萬
カ
ロ
リ

鹸
の
熱
量
〃
留
際
に
牛
障
漕
費
し
て
居

る
わ
け
て
あ
る
o
今
之
が
け
の
郵
量
を

八
聞
が
清
費
す
る
時
に
如
何
童
の
但
事

か
管
ま
れ
る
か
を
計
算
し
て
見
や
へ
o

蛍
ふ
ま
で
も
な
く

[
カ
ロ
リ
は
略
圏

二
四
班
米
の
仕
事
に
楊
蔦
す
る
o
映
し

な
が
ら
入
間
が
食
物
潟
費
に
よ
つ
て
生

塵
す
る
熱
量
は
全
部
仕
事
に
利
用
せ
ら

る
ユ
も
の
で
は
な
い
、

一
部
分
は
入
瞳

の
錐
持
に
用
ひ
ら
れ
る
o
日
本
人
に
甥

し
て
は
.
一
軍
位
入

一
日
當
約

一
四
〇

〇
力
日
り
の
割
合
で
あ
る
o
今
京
粥
及

ひ
隣
接
村
に
於
け
る
人
口
を
六
唖
三
萬

四
千
置
[位
人
と
せ
ぼ
其
の
入
膿
を
維
持

す
る
た
め
の
熱
量
は
七
億
六
千
入
萬
力

"
り
と
な
る
o
之
だ
け
は
全
然
仕
事
の

た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
む
の
て
あ
る
o

こ
れ
を
全
生
彊
置
岨
か
ら
控
除
歩
る
と
、

九
億
九
千
二
見
七
十
三
萬
二
千
力
"
リ

に
な
る
か
ら
約
十
億
力
"
り
で
あ
る
o

之
だ
け
か
京
都
人
全
禮
が
仕
凄
を
す
る

た
め
に
用
ひ
偲
ら
る
」

軸
日
當
の
黙
量

で
あ
る
o

然
し
な
が
ら
之
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
全
部
仕
事
に
駆
形
す
る
の
で
ほ
な
く

從
っ
て
仕
箏
を
な
す
と
云
ふ
立
場
か
ら

入
聞
を
見
れ
は

一
つ
の
マ
シ
ン
ほ
或
は

エ
ン
ヂ
ン
を
考

へ
る
こ
と
が
出
來
る
。

マ
シ
ン
或
に

エ
ン
ヂ
ン
ほ
熱
の
釜
膿
を

仕
箏
に
か

へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
、
一

定
の
劇
合
て
熱
の

[
部
分
を
仕
事
に
か

へ
娼
る
の
て
あ
る
o其

の
割
合
を
「客
甲

。
ゴ
弩

。浄

聲
・
旨
q
」
生
固
ふ
。
普
通

の
マ
シ
ン
な
ら
は
此
の
肇

は
五
ー
こ

∩
%
で
あ
る
が
、
入
間
か
仕
窮
を
す
る

贈
の
肇

は
δ

⊥

至
%
て
あ
る
・

一
四

π
六
八
.
∵
一九
二
」、0
0
0

類

.

二
四
五
,「二
二
万
.O
O
O

盟

「
=
二
、〇
九
四

〇
〇
〇

素

一
三
.
[
四
九

〇
∩
O

秘

蕪
蟻
～

之
を
具
睡
的
に
云

へ
ば

一
億
萬
買
の
も

の
を
毎
目
二
百
二
十
四
米
五
の
高
さ
に

押
し
ト
げ
る
時
の
什
事
に
等
し
い
の
で

あ
る
O
碕
判
り
易
く
云
へ
ば
、
樂
友
魯

館
の
全
膣
の
目
方
は
約
百
コ
十
下
萬
貫

で
.
比
叡
山
の
高
さ
は
入
百
四
十
で
米

で
あ
る
か
b
、
京
都
市
民
が
毎
日
,
曽の

樂
友
會
館
の
際
な
建
物
を
二
十

【同
も

比
叡
由
の
頂
卜
迄
吊
し
塁
げ
る
に
等
し

い
だ
け
の
仕
恥
を
な
-
得
る
黙
量
タ
畿

坐
し
て
届
る
識
で
あ
る
。
今

一
つ
例
を

學
け
て
設
明
す
る
と
、
コ
高
の
校
歌
に

唱
は
れ
て
ゐ
る
古
田
山
の
令
容
積
を
算

定
し
て
目
方
を
計
算
す
る
と
大
約
三
十

億
貫
と
な
る
。
真
都
市
民
傘
饅
が

「
日

に
何
等
の
妓
れ
を
感
じ
な
い
程
度
に
鋤

ぐ
場
台
の
れ
事
量
は
コ
度
省
田
山
浄
膿

夕
約
ヒ
f
米
の
商
さ
に
吊
し
ト
げ
る
時

の
仕
身
量
に
竿
し
い
の
て
あ
る
。

之
て
爪
部
市
全
瞥
で

[
年
闘
又
は
一

日
聞
に
潟
黄
さ
れ
ろ
食
物
量
に
つ
い
て

概
念
か
つ
い
た
わ
け
て
あ
る
o
次
に
は

一
入

一
日
畠
の
鶯
懸
転
橘
取
量
か
幾
何

r
あ
る
か
夕
考

へ
て
見
や
弓
o

之
を
描
す
に
は

「
R
富
の
全
螢
醤
素

貴
ヤ
奄
八
口
に
て
割
っ
て
見
れ
は
よ
い

大
正
ー
四
年
4
月

一
簡
現
在
に
於
て
京

都
市
内
あ
入
口
は
六
十
七
萬
珈
千
二
百

四
i
六
人
.
隣
棲
材
の
人
口
は
六
萬
四

千
斤
冨
九
唖

一
入
.
聰
計
ヒ
十
四
萬
三

千
八
魯
三
十
七
入
て
あ
る
。
ご
の
人
口

激
に
全
螢
養
素
量
を
直
ち
に
渕
つ
て
ほ

合
理
的
な
数
鍛
は
出
な
い
o
何
と
な
れ

は
人
閃
は
年
齢
を
異
に
し
.
性
夕
別
に

す
る
こ
と
に
よ
り
.
廷
い
て
は
身
醐
の

大
き
さ
貌
異
に
す
る
こ
と
に
よ
り
.
運

動
の
鯛
軍
に
よ
つ
て
踊
取
す
る
食
物
の

最
が
異
な
る
o
今
普
通
聾
度
に
働
い
て

居
る
成
年
男
子
が
食
ぺ
る
量
を
軍
位
と

す
れ
は
具
の
他
の
入
の
食
量
の
割
A
口
は

↑

次
の
綴
に
考
へ
る
事
が
出
楽
る
。
栄
國

農
務
省

佛
國
陸
軍
省

英
國
の
ロ
ー
ヤ

ル
ソ
サ
イ
テ
イ
ー
に
て
研
究
の
結
果
決

窒
し
た
も
の
を
謬
照
七
、
日
本
に
於
け

る
事
倒
を
診
酌
し
て
決
定
し
た
係
勲
で

あ
る
o

、

牢
齢
(
歳
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係
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女
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そ
こ
で
今
京
都
市
及
び
隣
接
村
の
人

口
を
年
騨
及
び
性
別
に
示
し
て
見
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は

次
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通
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あ
る
o
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こ
の
べ
口
に
前
表
の
係
籔
や
利
用
し

て
膏
養
學
上
の
輩
位
人
に
換
算
す
れ
ば

次
表
の
通
り
に
な
る
。
即
ち
真
都
市
及

び
隣
接
村
の
偲
入
口
は
七
十
四
萬
齢
で

あ
る
か
、
食
物
を
潰
費
す
る
と
云
ふ
見

地
か
ら
計
算
す
れ
は
六
i
=
萬
四
千
入

の
成
年
男
子
か
居
る
の
と
同
じ
認
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る
o
寮
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市
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甲
侮
人
口
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八
《
七
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孔

六

【
入

こ
の
人
口
数
に
て
全
賛
養
累
の
纒
量

〃
除
せ
は
成
年
男
了
即
ち
翠
鼓
人
」
人

當
の
踊
取
讐
養
素
量
か
出
て
來
る
わ
け

で
あ
る
。
序
に
莫
の
結
果
に
よ
り
堪
位

入
か
利
用
し
得
た
麟
量
そ
の
他
ウ
別
計

す
れ
は
次
の
表
と
な
る
o

箪
位
人

一
人
富
と
し
て

盤

白

年

言
ノ
ニ
=
珂

日
八
[品瓦

{
日
純
利
用
熱
僧

皇
幽
力
ロ
リ

脂

肪

年

四
、七
茜
肛

巨

、瓦

「
日
純
利
用
致
側

δ
]
カ
ロ
リ

炭
水
化
物年

一↓0
一己、食
八
班

隠
五
天
瓦

「
日
純
利
用
熱
偵

ご、
ス
(
カ
ロ
リ

鑛
物
質
(
食
騨
ヲ
含

ム
)

革

茜

七〇
冨
班

日
δ
瓦

酒

糟

年

三
『天
島班

日

九
瓦

】
日
利
用
熱
倒

老
力
ロ
リ

臨

類

年

O
、
噂O説
駈

日
O
、三
瓦

一
日
純
利
用
熱
倒

一
カ
ロ
リ

箪

寧

年

0
.O宅
班

日
ー

巌

索

年

O
δ
〇
七
瓶

日
-

之
で
京
都
市
民
の
食
物
を
全
盟
亭
均

し
て
考

へ
た
時

一
人

一
日
當
の
饗
分
量

が
わ
か
る
o

こ
れ
か
ら
項
夕
分

つ
て
論

評
し
て
見
や
弓
。

蕊
,

エ
ネ

ル
ギ

蓋

の

一

供

給

に

關

す

る

考

察

敦
ふ
迄
も
な
く
.
入
聞
は
如
何
に
滋

寮
の
あ
る
、
又
姐
何
に
山
海
珍
味
な
食

物
を
た
ぺ
て
も
其
の
量
か
少
く
ζ
ほ
完

全
に
生
き
且

つ
活
動
出
來
る
も
の
で
は

な
い
o
充
分
に
悟
動
す
る
象
め
に
は
必

要
に
し
て
充
分
な
だ
け
の
食
物
量
を
踊

双
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
o
何
と
な
れ
は

八
か
m早
に
牛
,存
ヂ
る
だ
ゆ
r
購
盟
内

に

於
て
心
臓

肺
臓
県
の
他
の
器
臼
を
停

り
な
ぐ
活
動
せ
し
め
る
爲
に
是
非
共

「

比
の

エ
牙
ル
ギ
ー
を
必
嬰
と
す
る
Q
加

一
Z
入
か
肉
饅
的
に
乳
精
碑
的
に
承
活
動

す
る
塀
合
に
ほ
更
に
こ
の
活
動
に
必
要

な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
な
げ
れ
は

な
ら
な
い
。
此
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

す
る
の
は
食
物
の
役
目
の
ゆ
軍
大
な
る

も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
食
物
が
如
何
に

優
秀
な
も
の
で
あ
つ
て
も
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
書
が
充
分
備
は
つ
て
居
る
も
の
て
な

げ
れ
は
な
b
な
い
こ
と
に
な
る
o

京
都
市
民
諸
君
の
食
物
に
就
て
先
っ

既
の
殿
を
考
察
し
て
見
や
う
o
即
ち
布

民
か
食
溜
て
居
る
食
物
が
市
民
に
封
し

て
工
不
ル
ギ
ー
を
充
分
供
給
し
て
居
る

}
か
否
か
を
考

へ
て
見
る
。

殊
ら
は

一馳
日
本
人
は
ど
れ
だ
け
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
も
の
て
あ

ら
弓
か
o
勿
論
具
の
量
は
身
脚
の
大
さ

還

興
の
郵
重

門
團
の
船
情
な
ど
に
よ

っ
て

「
定
し
て
居
る
も
の
て
は
な
い
o

鍛
し
之
冷
學
術
的
に
は
先
つ
爽
の
四
つ

の
方
法
て
測
比
し
て
ゐ
(
o

筆

一
法
に
人
が
概
隣
に
膚
費
し
た
食

物
の
量
を
し
b
べ
C
壮
ハの
結
果
か
ら
推

算
す
る
方
法
て
あ
る
o

第
=
法
は

「
定
期
聞
内
に
人
が
膚
費

す
る
酸
素
の
量
か
ら
推
算
f
る
方
法
r

あ
る
c
第
ヨ
法
は
人
燈
を
出
入
し
た
炭
素
及

び
寮
索
の
量
を
測
定
し
て
其
の
結
果
か

ら
ど
21
位
の
工
不
ル
ギ
ー
を
消
費
し
た

か
を
推
算
4
る
方
法
て
あ
る
o

第
四
法
は
人
間
を
頚
量
討
の
中
に
入

れ
て
實
際
に
獲
筆
す
る
獄
且
趣
を
測
定
す

る
方
風
ぐ
あ
る
。

之
等
の
方
法
に
就
て
の
詳
細
な
こ
と

ほ
省
略
す
る
が
。
何
れ
の
方
法
も
合
理

的
て
、
之
等
に
よ
っ
て
測
定
し
た
結
果

は
何
れ
も
略

【
致
す
る
も
の
で
あ
る
o

例

へ
は
北
海
道
大
學
の
大
鳩
金
大
貼
先

生
が
日
本
人
に
就
て
行
ば
れ
た
多
撒
の

食
鯉
調
脊
ク
静
括
し
で
算
出
さ
れ
た
量

は
酵
蚕
f
十
三
肛
の
日
本
人
(
男
)
か
普

面
程
度
に
動
作
を
し
τ
居
る
時
に
は

一

日
約
二
千
h
百
カ
ロ
リ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
浦
費
す
る
と
云
ふ
結
果
に
な
っ
て
居

る
。
η
〈
螢
養
研
究
所
に
於
て
高
艮
艮
縛

士
が
七
十
五
人
の
男
子
を
試
験
に
使
っ

て
其
の
酸
素
の
潰
費
量
,
炭
酸
瓦
斯
の

畿
牛
量
等
を
澗
定
し
た
結
果
か
b
計
算

す
る
と
醐
軍
f
↓
三
班
の
男
子
が
静
止

し
て
居
る
時
に
漕
費
づ
る

ヱ
ネ
ル
ギ
ー

は

一
日

二
二
七
七
ヵ
ロ
リ
と
武
ふ
左
に

な
る
。
約

一
千
四
而
カ
ロ
リ
て
あ
る
o

此
の
結
果
〃
基
礎
に
し
て
普
趨
勝
格

の
日
本
人
が
假
り
に
八
時
間
睡
眠
し
、

入
時
聞
中
庸
程
度
に
鋤
き
.
八
時
間
常

仕
蛭
臥
庄
來
等
に
過
す
と
低
定
す
れ
は

[
口
に
約
二
五
Q

一
カ
ロ
リ
だ
け
必
饗

だ
と
去
ふ
こ
と
に
た
る
。
此
の
計
算
は

次
の
條
件
の
下
に
行
つ
た
の
て
あ
る
。

實
瞼
の
結
果
に
依
れ
は
、
常
佳
坐
臥

の
時
は
人
が
認
止
し
て
ゐ
る
時
よ
り
も

「二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
丈
多
く

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
要
す
。
叉
人
が
八
時
聞
中
鵬
程
度
に

働
く
時
の
仕
轟
を
仕
事
の
胆
位
て
示
ぜ

ぼ
酌
十
萬
班
米
の
仕
夢
に
な
る
。
之
だ

け
の
仕
事
に
嬰
形
し
鳴
る
朝
量
は
二
四

〇
カ
ロ
リ
て
あ
る
。
そ
し
て
入
間
が
仕

事
を
な
す
時
の
能
傘
を
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
ナ
れ
は
十
萬
班
米
だ
け
の
仕
箏
を

な
す
た
め
に
は
九
六
〇
カ
ロ
リ
の
熱
量

を
消
費
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
o
以
ナ
を

計
ト
す
れ
は
丁
度
二
f
O

一
カ
ロ
リ
と

な
6
の
て
あ
る
Q

八
時
間
の
睡
眠
中

四
六
七

八
賠
悶
の
常
且
坐
臥
中

六
〇
ヒ

八
時
閥
O
勢
脇

{
四
コ
七

註

二
宥
O

「
力
ロ
リ

灘
灘
毯

先
つ
日
本
人
に
顕
す
る
標
準

エ
ネ
ル
ギ

ー
量
て
あ
る
。

翻
つ
て
東
都
市
民
が

「
へ
富

一
日
に

溝
費
し
て
居
る
エ
ネ
ル
ギ
事
澱
を
同
想

し
て
見
や
5
。
餉
掲
の
表
に
よ
れ
ば
.

二
七
四
四
カ
ロ
リ
と
露
ふ
こ
と
に
な
つ

て
居
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
見
れ
ば
京
都

市
民
が
囁
坂
し
て
居
る
食
物
量
は
充
分

て
あ
っ
て
.
日
本
人
に
封
す
る
標
準
量

よ
り
も

「
日

「
人
に
っ
き
二
四
四
カ
ロ

リ
だ
け
多
ぐ
踊
取
し
て
居
る
と
云
ふ
結

論
に
な
る
o
換
言
す
れ
は
京
都
人
は
日

本
人
の
普
通
程
渡
の
働
き
よ
り
も

「
日

當
り
約
二
〇
、
七
Q
O
竜
米
だ
け
多
く

仕
事
を
し
ご
房
る
勘
定
に
な
る
。

以
上
は

「般
日
本
人
に
野
す
る
撰
摯

量
を
慕
礎
と
し
て
考
察
し
た
事
柄
て
あ

る
。
入
か
漕
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は

職
業
其
他
の
附
幣
條
件
に
よ
っ
て
相
異

ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
o
謬
考
の
た

め
に
先
年
私
か
調
脊
}し
た
詰
果
を
次
に

揚
け
τ
見
や
う
。

「
人
一
日
當
の
螢
養
素
量

瓦
)

浸
救
者

蛋
自
九
九

脂
肪

=
二

淡

水
化
物
六
四
四

珊
機
成

義
二
七

紳
利
用
郵
償
三

{
八
貯

(レ
U
研
究
の
ρ

午
均
)

銀
行
曾
胤
員

蛋
白
ヒ
四

脂
勘

[
三

涙
水
化
物
三
七
九

鉦
機
成

二
〇

純
利
用
熱
償
二
〇
三
六

(
二
研
究
の

平
均
)

男
牛
徒

蛋
白

「
〇
九

脂
肋
二

一

炭
水
化
物
万
九
九

皿
機
成
佃
四
五

鈍
凋
鴎
熱
慣
二
九
九
二

女
生
徒

蛋
白
七
ヒ

脂
肋

=
「

規

水
化
物
三
八
九

鱗
機
成
分
=
=

純
利
用
黙
償

{
九
五
二

(
未
完
、
講
演
要
領
交
責
任
諮
者
)

、血

新
淘

紹
命

黒
木
勇
吉
君
の
新
箸

薪

聞
十
字
街
」

を
讃
む

過
Jム
に
封
す
る
人
閻
の
淋
し
さ
か
、

そ
の
個
性
と
争
の
環
境
の
交
錯
鮎
に
際

々
な
牛
盾
記
録
を
生
む
も
の
と
見
る
な

っ
ぱ
、
偶
々
そ
の
契
機
が
、
新
聞
記
者

と
し
て
の
生
活
に
あ
っ
た
と
き
、
本
書

の
壕
な
も
の
が
生
れ
出
た
と
承
言
つ
て

ナ
か
ら
う
。

新
聞
十
字
街
は
,
著
者
が
報
知
の
就

曾
醗
腎
年
印
者
と
し
て
珊
年
間

報
知

新
聞

宣
}固
報
知
そ
の
他
に
書

い
た
雑

報

、
感
想

の
類
を
ま
と
め
た
も
の
て
,

萩
聞
に
關
す
る
籔
あ
る
著
鶴
の
中
て
は

と
に
か
く
攣

つ
て
居
る
o

報
道
渦
と
批
判
篇
と
附
録
と
か
ら
な

っ
て
居
る
が
、
職
道
篇
に
新
聞
の
所
謂

難
報
を
蒐
め
た
こ
と
は
、
薔
々
か
見
C

新
し
い
大
臆
な
試
み
て
あ
る
o
而
も
或

る
程
度
ま
で
成
功
し
て
居
る
。
世
の
動

き
に
即
し
C
轡
き
と
聖
め
ら
れ
た
小
さ

な
事
實
が
、
疵
激
に
相
集
ま
れ
は
そ
こ

に
時
の
流
が
渦
窃
き

様
々
な
世
態
の

饗
濫
を
同
想
す
る
ε
が
出
來
る
o又
二
兀

朝
の
告
」
を
戯
み

「
丙
開
改
造
劇
」
を
講

み
「
女
弄
題

一を
諏
み
一
子
供
の
坦
界
」
を

詞
み
、
更
に
皿
浮
演
者
物
語
Lな
と
を
讃

む
と
き
は
.
多
方
面
且
つ
攣
化
に
富
ん

だ
新
聞
記
者
牛
活
力
如
實

に
弓
か
蛭
は

れ
て
甚
だ
興
味
が
罠
い
o
署
者
の
足
は

カ
ム
チ
セ
ソ
ヵ
を
踏
ん
て
層
る
、
署
者

の
手
は
革
命
穿

の
娘
を
描

い
た
,
藷
者

の
目
ほ
捨
て
子
の
可
愛
い
齎
物
の
縞
柄

ま
て
見
分
け
た
,
著
者
の
耳
は
架
夜
不

動
詣
の
女
の
足
音
に
も
傾

い
C
研
る

と
見
る
と
巾
々
面
白
い
o

物
の
見
方
は
行
き
と
黛
い
て
嗣
る
o
認

事
の
書
き
方
も
氣
か
利

い
て
居
て
輕

い

批
判
個51は
「標
語
と
蟹
行
し
以
卜
十
八

鴬
の
詳
論
や
感
想
を
あ
っ
め
て
居
る
が

本
書
の
特
色
は
寧
ろ
報
道
銑
に
あ
る
o

　
　
ハぬ
て
は
コ
　
　
に
ん
み
し
ヨ
　
　
の

雛
欝

和
辻
著

哲
郎

臨
原
始
佛
敷
晶
哲
學
縮
楓
鹸

国
日
本
精
紳
史
研
究
購
賦
鹸

図古

寺
巡
禮

翻
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鳥
古
代
丈
化
翻
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費叢巻下
成完巻二下上

プ

レ

ル

ー
デ
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エ
ン
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巻
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河
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簾
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●
オ
イ
ケ
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著
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思
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観
安
倍
能
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「㊥
リ
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ケ

ル

ト

著
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封

象
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得
立
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れ
た
の
は
爾
五
百
貸
を
樹
て
な
い
の
で

あ
る
。

◇

◇

◇

自
分
遜
の
擾
ん
て
ゐ
る
噛
球
の
形
賦

す
ら
期
5
蓉
ふ
風
に
明
瞭
に
判
つ
て
ゐ

な
い
位
な
状
態
て
あ
る
か
ら
.
コ
ペ
ル

昌
カ
ス
の
地
動
設
か
出
る
ま
で
は
、
可

憐
の
人
々
は
此
の
地
球
が
宇
宙
大
界
の

中
心
て
凡
ζ
の
星
は
地
球
の
周
り
を
同

鞠
し
て
ゐ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
ゐ
た
、

又
信
じ
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o

コ
ペ
ル
ニ
カ
ス
の
此
の
噺
案
は
既
に
千

玉
百
三
十

[
年
に
完
成
し
て
居
つ
た
が

迫
害
を
恐
れ
て
其
の
獲
表
を
見
合
は
せ

て
ゐ
ナ
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
.
門
第
共

の
切
な
る
墾
請
で
印
刷
に
附
し
、
干
五

百
四
卜
垂
年
玉
厚

彼
が
死
ぬ
る
激
時

間
前
に
や
つ
と
彼
の
手
に
届
い
た
と
云

は
れ
る
。
い
ま
は
の
際
に
.
其
の
苦
心

研
舞
の
結
果
か
手
に
し
つ
、
、
徽
笑
を

浮
べ
つ
玉
静
か
に
瞑
H
し
た
涙
く
ま
し

い
光
景
は

「
掬
の
涙
無
き
を
碍
な
い
の

で
あ
ろ
。
◇

◇

O

又
今
年
は
昌
ユ
ー
ト
ン
捗
後

(
一
七

二
七
年
三
月
二
十
H
破
)
二
百
年
に
相

鴬
す
る
の
で
あ
る
が
、
萬
有
引
力
の
法

則
は
彼
に
依
り
初
め
て
睡
系
づ
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

又
現
今
電
氣
工
學
の
穂
蓬
に
、
7
ア

ラ
デ
薯
の
霞
見
(
　
入
=
=

年
)
に
係
る

電
磁
誘
導

の
法
則
に
負
ふ
所
大
で
あ
る

が
.
而
も
尚
百
年
を
田
で
な
い
の
で
あ

る
o
無
線
電
俗
.
電
話
や
叉
は
駈
謂
ラ

ヂ
才
の
題
轟
は
何
人
と
鑑
る
蒙
つ
て
ゐ

る
所
で
あ
る
。
其
の
玄
妙
不
司
思
調
の

現
象
は
天
來
の
醒
音
多
聞
か
れ
る
o
し

か
も
英
の
騨
秘
は

[
入
鴨
六
年
、
當
時

脅
二
歳
の
密
年
マ
ル
コ
昌
1
に
ま
で
保

存
せ
b
れ
て
ゐ
た
様
な
も
の
で
あ
る
o

O

◇

◇

以
上
の
緩
な
例
は
只
戻
殊
、
と
曽
ひ
っ

く
ま
、
、
輕
滅
〃
考

へ
ず
に
書
き
羅
し

た
轍
例
に
過
き
な
い
の
て
、
斯
う
し
た

例
は
容
易
に
少
し
考

へ
れ
は
夫

々
の
專

門
の
方
面
か
ら
で
も
更
に
學
げ
る
こ
と

も
出
來
や
5
0
想
ふ
に
臼
欽
現
象
の
生

起
は
複
蛙
ぐ
ふ
り
.
千
饗
萬
化
て
あ
る
Q

我

六
の
眼
前
に
は
驚
だ
究
明
せ
ら
れ
な

ア
ノノイ
ノ

い
多
く
の
未
知
の
祖
界
が
あ
る
。
之
れ

を
究
明
し
悶
明
し
て
人
生
の
有
用
に
充

て
る
と
去
ふ
こ
と
ほ
科
學
者
の
義
務
で

あ
り
責
犀
で
あ

り
5
9
私
は
古
往
の
世

界
碩
學
鴻
儒
が
達
成
し
た
腰
萌
護
見
の

一跡
を
辿
る
毎
に
.
常
に
其
の
偉
大
さ
に

敬
慧
を
梯
ふ
と
共
に
.
最
砥
美
は
し
き

後
世
八
類
へ
の
饒
で
あ
る
と
つ
く
ぐ

感
す
る
次
第
て
あ
る
o
鳴
呼
ま
た
誰
か

學
界
の
コ
ロ
ン
ブ
ズ
た
ら
ん
と
す
る
o

切
に
青
年
學
徒
の
奮
起
を
待
つ
の

ほ
く

を

ン
と

レ

ト
　

ヨ

藷

定
族
館
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て
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に
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山
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て
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史
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イ

マ
■
り
タ
ラ
テ
ス
の
ニ

ロ
ス

赤

司

裕

∩
蕩
畏

鰍
鍮

陳

列

品

の

申

か

ら

ω

驚
騨
鍵
難
.辮學
袈

雛

鯵

罎
纏

て繊綾

韓

荊蟄

ペ
ル
グ
ソ
/
の
暫
學
に
於
裳

物
貿

當
代
の
蕩

か
b
餐

さ
れ
た
合

は
約
千
睡
姦

へ
る
か
入
骨
に
附
薫
し
た
ま

切灘

・聯
艦
・
購
離
朔講

鞭

羅
繧
職
繍嚇

ヵ
ン
み

震

法
の
範
型
に
誓

其
の
左
は
同
饗

暑

製
腰
飾
で
あ
ろ
。
、」れ
等
は
皆
な
身
麗
の
票

鼠

に
附

石
川

潜
韓

け
た
ま
玉
覇
b
れ
C
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
用
途
に
聞
違
ひ
の
な
い
砥
の

命
題
自
醤
論
卜
並
ひ
に
論
理
學
ヒ
k

て
あ
る
。
之
等
の
装
飾
町賄
を
鳳
用
し
て
を
つ
た
當
代
の
人
民
は
少
く
と
も
三
千
年

於
け
る
諸
私
疑

「
一
般
に
事
柄
目
睡

に
近
い
或
は
そ
れ
以
前
の
も
の
て
あ
つ
て
.
所
謂
狩
圏
や
写
闘
を
以
て
丁
姜
な
る

及
ひ
特
に
命
題
自
膿
の
本
性
並
ひ
に

生
活
檬
式
と
♂
る
時
代
と
さ
れ
て
ゐ
る
o
斯
標
な
文
化
階
段
の
第

【
歩
に
彷
観
す

其
の
種
類
≒
響

調

最
形
式
的
學

ス.當
代
に
果
し
て
斯
の
様
な
實
牛
活
に
何
謹

謬

件
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
標
な

と
し
て
の
繍
理
學
」
其
他

裟
飾
貝
を
要
す
る
も
の
て
あ
つ
た
た
ら
5
か
。
軍
に
低
級
な
る
原
始
人
の
欲
屠
す

伊
藤

民
夫

る
装
飾
て
あ
る
と
片
附
け
て
仕
舞
は
れ
.。
も
の
て
は
な
か
ら
5
。
そ
こ
に
は
梶

鎧

蕊

識
學
糠

け難

我
験

貰

矯

蕪

艶

終

し
い
紳
秘
的
の
信
念
か
つ
義

て
ゐ

繊

継
ル
。
。
イ
齢
イ
物醗
酔

謬

プ
ラ
ト
ン
の
詫
『論

岡
田
【

正
三

睡
史
吉
闇
瞠

(
フ
ィ
ヒ
テ
の
歴
史
哲

學
に
開
す
る

一
考
察

樺

俊

雄

ぞ
よ

カ
.
,
の
超
越
的
劉
罷

鹸

て

導

.
馳

ペ
ル
グ
ソ
ン
に
於
け
る
時
間
と
永
遠

カ
ン
ト
に
於
げ
る
直
懲

髄

の

・.権

.評

難

欝

識
の
継

仁
.。

欝

掌

種
子
嶋
源
三

プ
ラ
ト
。
に
於
げ
る
臨

と
蕪

を

弼

.
,
ゲ
ル
の
謹

。
碧

辰
監

髪

忘

却

富
永

翼

あ

ご

曜

ヶ

ぜ

む

マ

山
の
端
て
太
陽
が
や
け
て
ゐ
た
の
を

ン
ル
リ

君
見
た
か

コ
ム
う

ペ

ノ
く

.こ
尿
り
つ
い
た
野
道
を

も
ウ

ノ

ゆ

弄
靴
俵
い
て
蹴
ツ
て
は
見
た
が

欝
の
籍

冷
蛋

ソ
た
の
だ
ら
5

ゆ
ふ
ぺ

鵡
き
争
騒
の
曜

っ
め
た
ぐ
離
さ
れ
て

セ

ノ

く
ら

な
が

八
の
心
に
ほ
の
暗
い
か
ゆ
が
琉
れ
た

あ
玉
か
二
る
喉
趣
騨

の
焔
あ

つ
く
も

ゆ
愈

涛

ふ
に

ち
よ

ロ
ゐ

彼
女

の
心
も

冷

え
ざ

ン
た

の
だ
ら
5

ナもゴの

や
フ

き

薄
水

の
檬

に
荷

え
か

」
る

い
ち

ら
な
潅

浄

の

鶴
磐

ヤ

コ
プ
ペ
ー
メ

伊
藤

郷

「

パ
ウ
ロ
の
信
仰

唱
韻
悔
太
郎

○
就
會
駆
專
攻

社
會
學
の
二
煩
型
に
就
て

(泣
愈
學

の
心
理
摩
に
甥
言
る
開
孫
)

中
井

虎

【

形
式
純
會
崖
に
於
け
る
戯
會
概
念
に

就
て

池
田

龍
伺

批
曾
關
係
の
基
本
形
式
の
研
究

古
住

秀
夫

ギ
テ
イ
/
グ
ス
氏
同
類
意
識
説
の
稜

展
に
就
て

阿
部
政
太
鄭

砒
會
學
に
於
け
る
普
遍
化
的
方
」仏
に

就
て

△
岩
崎

臭
郎

史

學

科

○
國
史
勘
專
双

元
緑
時
代
を
中
心
と
し
て
見
た
る
町

人
階
級
の
隆
起
に
就
き
て
山
ド

悔
家

臨
《
集
の
研
究

木
嶋

舐
三

卜
代
牧
鴫
考

μ
藤

虎
雄

徳
川
時
代
k
於
け
る
農
民
階
級
り
一

方
廟
に
就
て

岸
本

塑
二

近
世
ー
於
け
る
復
古
的
精
紳
の
獲
逼

肥

凶

郵
男

家
定
夫
人
天
錦
院
と
此
'環
境

△
飯
沼

守
魁

徳
川
時
氏
以
前
に
於
け
る
日
本
水
軍

の

{
考
察

△
塚
因

忠
泰

我
か
國
資
本
丑
義
の
稜
鼓

△
山
根
徳

入
郎

Q
東
浄
史
學
再
攻

南
北
朝
時
代
に
於
け
る
道
佛
=
敏
の

固
突
に
就
き
て

河
野

へ牝
宣

宋
代
に
於
け
る
麟
騨
救
濟
策

曾
我
鄙
翻
雄

髪
賊
の
起
厚
並
に
其
革
命
1
義

荒
川
萬
壽
夫

漢
屯
田
考

蜜

谷

隅

漢
唐
北
朱
時
代
に
於
け
る
劉
塞
外
種

族
政
策

聞
露

武
夫

漢
代
の
漆
認
に
就
い
て
ム
水
野

清

一

〇
四
洋
史
學
專
攻

ン
ユ
タ
イ
ン
(甲
同2
げ
O冨

磁
O
コ
Oo
齢2

冨
)
の
改
革
に
就
い
て
勇
ユ

π
七

七
月
王
國
に
於
け
る
女
配
階
級
と
外

交
政
策

猛
谷

又
臣

十
入
世
杷
の
愛
蘭

戸
丁
と
し
て
グ
ラ

タ
/
の
畿
暫
r
就

い
て
)
原

弘
二
郎

岡
教
建
築
特
に
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
と
問

撤
文
助

入
館

宗
警

プ

ロ
ン
ヤ
國
王
フ
レ
デ
リ
ノ
ク
ニ
世

の
罫
外
政
策

岡

本

基

十
九
背
紀
末
に
於
け
る
捌
逸
世
界
政

策
と
封
英
關
係

竹
村

越
三

セ

ノ
ル
、

ロ
ー
ゾ
南
距
巡
螢
の
噂
想

を
論
す

藪
田

=
耶

十
三
仕
紀
に
於
け
る
修
道
院
彦
動
に

就
い
て

佐
膝
寅
佐
武
則

〉
]臼
⇒
#
o
"
讐
脳
出
易

切
巴
一讐
o
琶

切
Φ
口
9
ロ
訂
o
ロ

岡
嶋
誠
太
郎

ノ
ル
マ
/
征
服
前
後
の
莫
隅凶
治
政
粗

識

△
大

石

卸

悼
始
基
督
教
と
羅
馬
帝
國
と
の
關
係

△
ー
里

糊
秀

○
最
近
世
史
墨
耳
攻

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
世
界
酌
強
國
と

し
⊂
の
帥
位
の
融
血

(
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
の
パ
ナ
マ
運
河
建
設
及
ひ
R
露
描

和

調
停
)

森

喘

樹

○
旭
理
學
專
攻

罪
ぜ
湖
々
域
の
勢
遣
と
湖
岸
q
民
の

牛
活

蹟
闇

邦
窪

-
交
轡
群
翁
叉
は
玖
櫨
ー

自
信
あ
る
自
家
製
品
を

康
便
て
提
供
致
し
ま
す

本
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京
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卒
業
生
諸
兄
に
大
學
新
聞
の

購

訟讃
を
お
將
犬
め
致
τ
ま
す

二
ヶ
年
間
御
覧

下
さ

つ
た
大
學
新
聞
を
御
卒
業
後
も
引
績

き
御
愛
誼
下
さ

い
ま

す

や
う

お
奨

め

い
た
し
ま
す
。
御
承
知
の
如

く
こ
の
新
聞
は
諸
兄

と
大
學
と

を

繋

ぐ
温

い
心
持

の
上
で
の
唯

{
の
連
絡
機

開
た
ら
ん
こ
と
を

一
牛
の
使
命

と
し

て
居
り
ま
す
。

肚
會
の
第

一
線

に
立

つ
て
職
は
れ

る
諸
兄

に
封

し
諸
兄

の
霊

の

故

郷
で

あ
る
母
校
か
ら
の
便

り
が
慰

め
と
な
り
力

と
な
る

こ
と
を
得

れ
ば
私
ど

も

」
満
足

に
存

じ
ま
ず
。
左
記
申

込
書
に
代

儂
を
添

へ
直
接
當
部

に
御
持
参
下

さ
る
か
或
は
當
部
振
替

ロ
座

(大
阪

七
三
二
八
九
)
に
お
彿
込
の
上
御

購
讃
下

さ

い
ま
す

や
う

お
融

ひ

い
た

し
ま
す
o

,
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學
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會

新
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部
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・
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(
劃

り

と

り

線

)

購

讃

申

込

書

〆

一
、
京
都
帝
國
大
學
新

聞

昭
和
二
年
四
月
よ
り

B

年

分

右
購
讃
申
込
候
也

但
袋

圓
は

響
謬

欝

購

霧
灘
蟹
継
灘
讐
膿鯉
嚢
噺
鵤
}

昭

和

二
年

住

月

日

鵬州「

o氏

イ

學

部

科

(和

二
年

卒

業
)

京
都
帝
國
大
學
學
友
會
新
聞
部
御
中
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